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第４期岩美町地域福祉計画策定にかかるアンケート調査の概要 

 

（１）調査の目的 

町民の皆様の地域福祉に関する意識、ニーズ、課題などを把握し福祉計画を策定する

うえでの資料とする。 

 

（２）調査の概要 

①調査対象者  町内在住の２０歳以上の男女１，２００名 

２０歳～２９歳  男性１００名  女性１００名 

３０歳～３９歳  男性１００名  女性１００名 

４０歳～４９歳  男性１００名  女性１００名 

５０歳～５９歳  男性１００名  女性１００名 

６０歳～６９歳  男性１００名  女性１００名 

７０歳～     男性１００名  女性１００名 

計       ６００名    ６００名 

②抽 出 方 法 地区別・男女別・年齢別に無作為に抽出 

③調 査 方 法 郵送配布、郵送回収 

④調査実施期間 令和２年１月１０日（金）まで 

 

（３）設問の概要 

①地域のつながり、近所付き合いについて 

②福祉についての情報源と相談窓口 

③地域活動やボランティア活動について 

④地域の福祉環境について 

⑤地域福祉施策に対する意識調査について 

 

（４）回収結果 

配布数 有効回収数 有効回収率 

１，２００通 ４３９通 ３６．６％ 
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【問１】あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

１．男 性       ２．女 性 

「男性」の割合が４８．５（４１．８）％、「女性」の割合が５１．５（５８．２）％の回答が

ありました。 

※括弧書きは、前回のアンケート調査の結果で、以下同じ。 

 

［平成２９年度調査］               ［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】あなたの年齢をお答えください。（○は１つだけ） 

１．２０代          ２．３０代             ３．４０代 

４．５０代         ５．６０代            ６.７０歳以上 

「７０歳以上」の割合が、２７．７％と最も高く、次いで「６０代」の割合が２２．９％と前回

調査と同じく年代が高いほど回答率が高い傾向にありました。 

 

［平成２９年度調査］               ［令和元年度調査］ 
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【問３】あなたのお住まいの地域はどこですか。（○は１つだけ） 

１．東地区       ２．浦富地区          ３．田後地区 

４．網代地区     ５．大岩地区          ６．本庄地区 

７．小田地区        ８．岩井地区         ９．蒲生地区 

各地区の回答数は、以下のとおりでした。 

 

地 区 名 平成２９年度 令和元年度 

１．東地区 ２６ ３０ 

２．浦富地区 １０７ １４２ 

３．田後地区 １１ １８ 

４．網代地区 １２ １７ 

５．大岩地区 ６８ ８０ 

６．本庄地区 ４３ ４５ 

７．小田地区 ２４ ３５ 

８．岩井地区 ３８ ５０ 

９．蒲生地区 １９ １９ 

無回答 ６ ３ 

計 ３５４ ４３９ 
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【問４】あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか？（○はいくつでも） 

１．いない（ひとり暮らし）  ２．配偶者        ３．父 

４．母            ５．祖父母        ６．息子 

７．娘            ８．子の配偶者      ９．孫 

１０．兄弟姉妹        １１．その他（      ） 

前回の調査と同じく「配偶者」が２６７（２２３）件と最も多く、次いで「母」１４０（１８０）

件、「息子」１２３（１２８）件となっています。 

「その他」について、「姪」、「甥」、「ひ孫」、「孫の配偶者」、「施設入所」、「義父母」、「内夫」、「親

戚」、「配偶者の父・母」、「社員」と記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 
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【問５】あなたのお住まいの形態はどれですか。（○は１つだけ） 

１．持家           ２．民間住宅        ３．公営住宅 

４．借間           ５．その他（      ） 

前回の調査と同じく「持家」の割合が９３．１（９３．１）％と最も高くなっています。 

「その他」について、「借家」、「親持家」、「施設」と記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］               ［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６】あなたが今の住所に住んでから通算で何年になりますか。（○は１つだけ） 

１．１年未満            ２．１年～５年未満 

３．５年～１０年未満        ４．１０年～２０年未満 

５．２０年以上 

前回調査と同じく「２０年以上」と「１０～２０年未満」の割合が８４．５（８０．７）％で、

多くの方が長期にわたり岩美町に住んでいます。 

 

［平成２９年度調査］             ［令和元年度調査］ 
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【問７】あなたのご家族（ご自身を含む）に、次のような方はいらっしゃいますか。 

（○はいくつでも） 

１．介護を必要とする方         ２．障がいのある方 

３．小学校入学前の乳幼児        ４．小学生 

５．中学生               ６．日常生活に支援が必要な方(１～５を除く) 

７．いずれもいない 

「いずれもいない」が２２６（１７３）件と最も多く、次いで「介護を必要とする方（小学校入

学前の乳幼児）」が６０（６１）件、「障がいのある方、小学生（小学生）」が５０（５３）件となっ

ています。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

226

29

25

50

48

50

60

0 50 100 150 200 250

7.いずれもいない

6.日常生活に支援が必要な方

5.中学生

4.小学生

3.小学校入学前の乳幼児

2.障がいのある方

1.介護を必要とする方

N=488

173

20

29

53

61

38

52

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

7.いずれもいない

6.日常生活に支援が必要な方

5.中学生

4.小学生

3.小学校入学前の乳幼児

2.障がいのある方

1.介護を必要とする方

N=426



- 7 - 

【問８】あなたが困っていることや不安なことは何ですか。（○はいくつでも） 

１．経済的なこと           ２．家族関係のこと 

３．自分や家族の健康のこと      ４．自分や家族の老後のこと 

５．子育てのこと           ６．介護のこと 

７．近所付き合いのこと        ８．防犯のこと 

９．防災に関すること        １０．居住環境に関すること          

１１．その他（         ）  １２．困っていることはない 

「自分や家族の老後のこと」が１９４（１６９）件と最も多く、次いで、「自分や家族の健康のこ

と」が１６３（１４１）件、「経済的なこと」が１３０（１３５）件となっています。 

「その他」は、「後継者問題」、「除雪」、「違法駐車」、「空家」と記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］ 
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［平成２９年度調査］ 
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【問９】あなたは困ったとき誰（どこ）に悩みを相談しますか。（○はいくつでも） 

１．家族・親戚             ２．友人・知人 

３．近所の人              ４．職場の上司・同僚 

５．民生委員・児童委員          ６．自治会・町内会等 

７．社会福祉協議会           ８．役場・福祉事務所・包括支援センター 

９．子育て支援センター        １０．保育所・学校 

１１．医療機関（医師・看護師等）・薬局  １２．福祉の事業者・ケアマネージャー等 

１３．その他（           ） １４．相談するところがわからない 

前回調査と同じく「家族・親戚」が３４１（３１０）件と最も多く、次いで「友人・知人」が 

１７６（１９０）件となっており、約６割の方が身近な人に相談しています。「相談するところがわ

からない」は、前回調査に比べて約半分の２５（１５）件でした。 

「その他」について、「相談しない」、「所属している組合」、「サロン」と記載がありました。 

 

【平成２９年度調査】 
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【問１０】あなたは福祉（制度・サービス等）に関する情報をどこから得ていますか。（○はいくつでも） 

１．家族・親戚            ２．友人・知人・近所の人 

３．役場の相談窓口          ４．町の広報紙・パンフレット等 

５．町のケーブルテレビ・防災行政無線 ６．町のホームページ 

７．社会福祉協議会          ８．民生委員・児童委員 

９．子育て支援センター       １０．医療機関(医師･看護師等)･薬局 

１１．保育所・学校          １２．福祉の事業者･ケアマネージャー 

１３．新聞・テレビ・ラジオ      １４．雑誌･書籍･インターネット 

１５．その他（         ）  １６．入手していない 

「町の広報紙・パンフレット等」が１６３（１３９）件と最も多く、次いで「家族・親戚」が 

１３３（１０９）件、「新聞・テレビ・ラジオ（家族・親戚）」１１２（９７）件となっています。 

福祉に関する情報源として、「町の広報紙・パンフレット等」「町のケーブルテレビ・防災行政無

線」「町のホームページ」「新聞・テレビ・ラジオ」「雑誌・書籍・インターネット」を合わせると 

４６．０（４８．７）％となっており、前回調査と同じく情報媒体の重要性が伺えます。 

「その他」について、「職場」、「家族会」、「自治会」と記載がありました。 
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２．友人・知人・近所の人

１．家族・親戚N=794
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【問１１】あなたの近所付き合いは、次のどれに近いですか。（○は１つだけ） 

１．お互い訪問しあって、困ったことがあったら助け合うような付き合い 

２．世間話や情報交換など、立話をする程度の付き合い 

３．会った時はあいさつをする程度の付き合い 

４．顔は知っているが声をかけることはない 

５．ほとんど顔も知らない           ６．その他（      ） 

前回の調査と同じく「世間話や情報交換など、立話をする程度の付き合い（会った時はあいさつ

をする程度の付き合い）」の割合が４１．８（４４．３）％と最も高く、次いで「会った時はあいさ

つをする程度の付き合い（世間話や情報交換など、立話をする程度の付き合い）」の割合が３７．５

（３７．３）％、「お互い訪問しあって、困ったことがあったら助け合うような付き合い」の割合が

１３．９（１２．５）％となっており、９割の人がなんらかの近所付き合いをしていると答えてい

ます。 

年齢別に見ると、年齢が高くなるにつれて、付き合いが深くなっているのが分かります。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．お互い訪問しあって、

困ったことがあったら助け

合うような付き合い

12.5%

２．世間話や情報交

換など、立話をする

程度の付き合い

37.3%

３．会った時はあいさつ

をする程度の付き合い

44.3%

４．顔は知っている

が声をかけることは

ない

2.8%

５．ほとんど顔も知らな

い

2.9％

６．その他

0.2%

N=343

１．お互い訪問しあって、

困ったことがあったら助け

合うような付き合い

13.9%

２．世間話や情報交

換など、立話をする

程度の付き合い

41.8%

３．会った時はあいさつ

をする程度の付き合い

37.5%

４．顔は知っている

が声をかけることは

ない

3.9％

５．ほとんど顔も知らな

い

2.4％

６．その他

0.5%

N=416
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［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28

12

4

9

5

60

47

35

20

7

5

24

28

24

36

21

23

1

6

1

3

1

3

1

1

2

2

4

2

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

年齢別

１．お互い訪問しあって、困ったことがあったら助け合うような付き合い

２．世間話や情報交換など、立話をする程度の付き合い

３．会った時はあいさつをする程度の付き合い

４．顔は知っているが声をかけることはない

５．ほとんど顔も知らない

６．その他

17

11

5

1

1

59

35

26

10

9

19

40

36

36

22

1

1

1

1

4

7

160～64歳

50代

40代

30代

20代

年齢別

１．お互い訪問しあって、困ったことがあったら助け合うような付き合い

２．世間話や情報交換など、立話をする程度の付き合い

３．会った時はあいさつをする程度の付き合い

４．顔は知っているが声をかけることはない

５．ほとんど顔も知らない

６．その他
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【問１２】あなたが困ったとき、隣近所の人に手助けしてもらうとしたらどんなことをしてほしい

ですか。（○はいくつでも） 

１．相談・話し相手                      ２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと 

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪  ４．病気や怪我など緊急時の手助け 

５．安否確認の声かけ・見守り       ６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援 

７．通院・買い物など外出の手伝い     ８．災害時の避難支援 

９．その他                              １０．特にない 

「病気や怪我など緊急時の手助け」の件数が１４１（１２４）件と最も多く、次いで「特にない

（災害時の避難支援）」が１３４（１１７）件、「災害時の避難支援（相談・話し相手）」が１２１（ 

９２）件となっています。 

「その他」は、「雪かき」「ゴミ出し」「家事」と記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

87

5

117

18

39

75

124

33

17

92

１０．特にない

９．その他

８．災害時の避難支援

７．通院・買い物など外出の手伝い

６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援

５．安否確認の声かけ・見守り

４．病気や怪我など緊急時の手助け

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪

２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと

１．相談・話し相手

0 50 100 150

N=607

134

6

121

30

30

85

141

33

38

107

１０．特にない

９．その他

８．災害時の避難支援

７．通院・買い物など外出の手伝い

６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援

５．安否確認の声かけ・見守り

４．病気や怪我など緊急時の手助け

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪

２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと

１．相談・話し相手

0 50 100 150

N=725
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【問１３】隣近所で困っている世帯があった場合、あなたができることは何ですか。（○はいくつでも） 

１．相談・話し相手                      ２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと 

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪   ４．病気や怪我など緊急時の手助け 

５．安否確認の声かけ・見守り            ６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援 

７．通院・買い物など外出の手伝い         ８．災害時の避難支援 

９．その他（            ） １０．特にない 

「安否確認の声かけ・見守り」が１９０（１６８）件と最も多く、次いで「相談・話し相手（災

害時の避難支援）」が１８８（１５８）件、「病気や怪我など緊急時の手助け（相談・話し相手）」で

１７５（１４２）件となっています。 

「その他」には、「相手の方から声がかかればできることは手助けしてあげたい」「頼まれれば何

でも」と記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

  

35

9

158

46

38

168

138

83

59

142

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

１０．特にない

９．その他

８．災害時の避難支援

７．通院・買い物など外出の手伝い

６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援

５．安否確認の声かけ・見守り

４．病気や怪我など緊急時の手助け

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪

２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと

１．相談・話し相手
N＝876

58

9

157

62

40

190

175

87

68

188

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

１０．特にない

９．その他

８．災害時の避難支援

７．通院・買い物など外出の手伝い

６．外出時の子ども・高齢者の一時的な支援

５．安否確認の声かけ・見守り

４．病気や怪我など緊急時の手助け

３．玄関前などの掃除、庭の手入れ、除雪

２．買い物、洗濯、ごみ出しなど日常的なこと

１．相談・話し相手
N＝1,034
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【問１４】あなたはどのような地域活動に参加したことがありますか。（○はいくつでも） 

１．町内会・自治会活動          ２．PTA、子ども会活動 

３．老人クラブ、婦人会        ４．公民館活動 

５．文化・スポーツ活動        ６．NPO・ボランティア活動 

７．消防・交通安全活動          ８．自主防災活動              

９．その他（          ） １０．参加していない 

「町内会・自治会活動」が２２６（１９３）件と最も多く、次いで「公民館活動（ＰＴＡ、子ど

も会活動）」が１１５（１２８）件、「ＰＴＡ、子ども会活動（公民館活動）」が１１３（１０３）件

でした。「その他」は、「サロン」、「町道の草刈り」の記載がありました。 

 

【平成２９年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

107

8

49

86

47

77

115

92

113

226

0 50 100 150 200 250

１０．参加していない

９．その他

８．自主防災活動

７．消防・交通安全活動

６．NPO・ボランティア活動

５．文化・スポーツ活動

４．公民館活動

３．老人クラブ、婦人会

２．PTA、子ども会活動

１．町内会・自治会活動

Ｎ＝920

83

2

31

74

44

81

103

34

128

193

0 50 100 150 200 250

１０．参加していない

９．その他

８．自主防災活動

７．消防・交通安全活動

６．NPO・ボランティア活動

５．文化・スポーツ活動

４．公民館活動

３．老人クラブ、婦人会

２．PTA、子ども会活動

１．町内会・自治会活動

Ｎ＝773
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【問１５】あなたは地域活動（自治会、地域の清掃活動など）への参加依頼があった場合どうしま

すか。（○は１つだけ） 

１．依頼がなくても参加したい        ２．依頼があれば参加したい 

３．内容によっては参加する         ４．当番制なら参加する 

５．おそらく断る              ６．わからない 

７．その他（            ） 

「依頼があれば参加したい（内容によっては参加する）」の割合が３１．２（４９．５）％と最も

高く、次いで「内容によっては参加する（依頼があれば参加したい）」が２５．１（２２．１）％、

「依頼がなくても参加したい、おそらく断る（おそらく断る）」が１１．６（１０．６）％となって

います。 

「その他」には、「仕事で参加できない」「高齢のため参加できない」などの記載がありました。 

 

【平成２９年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．依頼がなくても参

加したい

11.6%

２．依頼があれば参

加したい

31.2%

３．内容によっては参

加する

25.1%

４．当番制なら参

加する

10.9%

５．おそらく断る

11.6%

６．わからない

7.2%

７．その他

2.4%

N=414

１．依頼がなくても参

加したい

2.6%

２．依頼があれば参

加したい

22.1%

３．内容によっては参

加する

49.5%

４．当番制なら参

加する

6.0%

５．おそらく断る

10.6%

６．わからない

8.2%

７．その他

1.0%

N=416



- 17 - 

【問１６】地域活動への参加に支障になることは何ですか。（○は３つまで） 

１．町内会・自治会に入っていない    ２．仕事・家事が忙しくて時間がない 

３．育児・介護が忙しく時間がない    ４．病気や障がいなどで参加しづらい 

５．一人で参加するのは心細い      ６．何を、いつ、どこでやっているのかわからない 

７．興味の持てる活動がない       ８．家族の理解が得られない 

９．参加申込や定期的な参加が煩わしい １０．地域にあまり関わりたくない 

１１．地域活動は必要ないと思う     １２．その他（             ） 

「仕事・家事が忙しくて時間がない」が１６６（２１６）件と最も多く、次いで「一人で参加す

るのは心細い」が７９（６７）件、「何を、いつ、どこでやっているのかわからない（参加申込や定

期的な参加が煩わしい）」６５（５６）件となっています。 

「その他」として、「日曜が仕事なので休日のみ参加」「会合や集会を土曜に行う事」「土曜日も仕

事の人がいるのに当たり前のように休日と考えて会合等の日時を決定する事」「年齢に制限、参加し

たいが体力的にできない」などの記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

【平成２９年調査】 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 
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１２．その他

１１．地域活動は必要ないと思う

１０．地域にあまり関わりたくない

９．参加申込や定期的な参加が煩わしい

８．家族の理解が得られない

７．興味の持てる活動がない

６．何を、いつ、どこでやっているのかわからない

５．一人で参加するのは心細い

４．病気や障がいなどで参加しづらい

３．育児・介護が忙しく時間がない

２．仕事・家事が忙しくて時間がない

１．町内会・自治会に入っていない

N=576

24
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56

4

34

55

67

18

40

216

10

0 50 100 150 200 250

１２．その他

１１．地域活動は必要ないと思う

１０．地域にあまり関わりたくない

９．参加申込や定期的な参加が煩わしい

８．家族の理解が得られない

７．興味の持てる活動がない

６．何を、いつ、どこでやっているのかわからない

５．一人で参加するのは心細い

４．病気や障がいなどで参加しづらい

３．育児・介護が忙しく時間がない

２．仕事・家事が忙しくて時間がない

１．町内会・自治会に入っていない

N=540
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【問１７】今までにどのような NPO・ボランティア活動に参加したことがありますか。 

（○はいくつでも） 

「参加したことはない」が１８２（１７６）件と最も多く、次いで「いろいろな地域での行事の

お手伝い（環境美化に関する活動）」１６８（８８）」件、「環境美化に関する活動（いろいろな地域

での行事のお手伝い）」１０２（７０）件となっています。 

「その他」として、「独居の方へのお弁当作り」「婦人会の活動」などの記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．参加したことはない 

２．高齢者の生活を支える活動（見守り、クラブ活動への協力、老人施設等への訪問など）  

３．障がい者の生活を支える活動（手話や音読による支援、外出支援、施設訪問など） 

４．子育て支援の活動（託児、子育て相談、子育てサークル支援など） 

５．健康づくり、保健に関する活動（健康教室等の支援、献血ボランティアの活動など） 

６．災害時の救援活動 

７．いろいろな地域での行事のお手伝い 

８．環境美化に関する活動（美化活動・リサイクル活動など） 

９．国際交流の活動 

１０．その他（                         ） 

4
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168
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29

6
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35

182
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１０．その他
９．国際交流の活動

８．環境美化に関する活動
７．いろいろな地域での行事…

６．災害時の救援活動
５．健康づくり、保健に関す…

４．子育て支援の活動
３．障がい者の生活を支える…

２．高齢者の生活を支える活動
１．参加したことはない

Ｎ＝567

4

8
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70

17
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11
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32

176

0 50 100 150 200

１０．その他
９．国際交流の活動

８．環境美化に関する活動
７．いろいろな地域での行事…

６．災害時の救援活動
５．健康づくり、保健に関す…

４．子育て支援の活動
３．障がい者の生活を支える…

２．高齢者の生活を支える活動
１．参加したことはない

Ｎ＝438
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【問１８】NPO・ボランティア活動が活性化するためには、町はどのようなことに取り組む必要が

あると思いますか。（○は３つまで） 

１．金銭的な支援 

２．ボランティア休暇制度の周知 

３．学校での福祉教育の充実 

４．ボランティア活動に関する相談や拠点となる場所の提供 

５．ボランティア活動の意識啓発、研修による人材養成 

６．ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う 

７．その他（                           ） 

前回調査と同じく「金銭的な支援（ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う）」が 

１７８（１６２）件と最も多く、次いで「ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う（金

銭的な支援）」が１７１（１４８）件、「ボランティア活動の意識啓発、研修による人材養成」が 

１１３（９２）件となっています。 

「その他」として、「実際に行っているものをケーブルテレビで放映」「無線をもっと活用した方

がよい」などの記載がありました。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 
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７．その他

６．ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う

５．ボランティア活動の意識啓発、研修による人材養成

４．ボランティア活動に関する相談や拠点となる場所の提供

３．学校での福祉教育の充実

２．ボランティア休暇制度の周知

１．金銭的な支援
Ｎ＝713
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162

92

64

67

64

148

0 50 100 150 200

７．その他

６．ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う

５．ボランティア活動の意識啓発、研修による人材養成

４．ボランティア活動に関する相談や拠点となる場所の提供

３．学校での福祉教育の充実

２．ボランティア休暇制度の周知

１．金銭的な支援
Ｎ＝612
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【問１９】あなたは、「岩美町社会福祉協議会」を知っていますか。（○は１つだけ） 

１．名前も活動の内容も知っている 

２．名前を聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない 

３．名前も活動の内容も知らない 

「名前も活動の内容も知っている」が３４．３（３１．０）％でした。 

 

［平成２９年度調査］              ［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２０】あなたは、「民生委員・児童委員」を知っていますか。（○は１つだけ）  

１．名前も活動の内容も知っている 

２．名前を聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない 

３．名前も活動の内容も知らない 

「名前も活動の内容もよく知っている」が３７．０（３２．３）％でした。 

 

［平成２９年度調査］              ［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．名前も活動の

内容も知っている

37.0%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

54.5%

３．名前も活動

の内容も知らな

い

8.5％

Ｎ＝424

１．名前も活動の

内容も知っている

32.3%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

57.8%

３．名前も活動

の内容も知らな

い

9.9％

Ｎ＝341

１．名前も活動

の内容も知って

いる

34.3%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

55.3%

３．名前も活動

の内容も知らな

い

10.4%

Ｎ＝423

１．名前も活動

の内容も知って

いる

31.0%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

59.7%

３．名前も活動

の内容も知らな

い

9.3%

Ｎ＝345
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【問１９】あなたは、「岩美町社会福祉協議会」を知っていますか。（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．名前も活動の

内容も知っている

5.6%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

69.4%

３．名前も

活動の内容

も知らない

25.0%

20代
１．名前も活

動の内容も

知っている

31.6%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

39.5%

３．名前も

活動の内容

も知らない

28.9%

30代

１．名前も

活動の内容

も知ってい

る

17.8%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

74.0%

３．名前も

活動の内容

も知らない

8.2%

40代 １．名前も

活動の内容

も知ってい

る

28.8%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

60.6%

３．名前も

活動の内容

も知らない

10.6%

50代

１．名前も

活動の内容

も知ってい

る

41.9%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

54.9％

３．名前も

活動の内容

も知らない

3.2%

60代

１．名前

も活動の

内容も

知ってい

る

52.2%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

42.6%

３．名前

も活動の

内容も知

らない

5.2%

70歳以上



- 22 - 

【問２０】あなたは、「民生委員・児童委員」を知っていますか。（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．名前も活

動の内容も

知っている

2.9%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

62.8％

３．名前も

活動の内容

も知らない

34.3%

20代 １．名前も

活動の内容

も知ってい

る

26.3%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

50.0%

３．名前も

活動の内容

も知らない

23.7%

30代

１．名前も

活動の内容

も知ってい

る

28.8%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

64.4%

３．名前も

活動の内容

も知らない

6.8%

40代 １．名前も

活動の内容

も知ってい

る

31.3%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

65.7%

３．名前も

活動の内容

も知らない

3.0%

50代

１．名前も

活動の内容

も知ってい

る

40.2%

２．名前を

聞いたこと

があるが、

活動の内容

はよく知ら

ない

56.5%

３．名前も

活動の内容

も知らない

3.3%

60代

１．名前

も活動の

内容も

知ってい

る

56.8%

２．名前

を聞いた

ことがあ

るが、活

動の内容

はよく知

らない

39.8%

３．名前

も活動の

内容も知

らない

3.4%

70歳以上
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【問２１】住民同士がともに支え合う地域づくりを進めるために、住民はどのようなことを行うべ

きだと思いますか。（○は３つまで） 

１．住民一人ひとりが近所付き合いや助け合いに努める  

２．支援を必要とする同じ立場にある人同士が力を合わせること 

３．町内会・自治会等の活動やボランティア活動へ積極的に参加すること 

４．自治会が中心となって住民同士の交流を積極的に進めること 

５．講演会やセミナーなどに参加し福祉の知識や技術を学ぶこと 

６．男女共同参画に関する意識啓発 

７．その他（                           ） 

「住民一人ひとりが近所付き合いや助け合いに努める」が２８９（２２６）件と最も多く、次い

で「町内会・自治会等の活動やボランティア活動へ積極的に参加すること（自治会が中心となって

住民同士の交流を積極的に進めること）」が１７２（１２５）件、「自治会が中心となって住民同士

の交流を積極的に進めること（町内会・自治会等の活動やボランティア活動へ積極的に参加するこ

と）」が１４７（１２１）件となっています。 

「その他」には、「１人１人が気を配る」「若い担い手育成するもしくはＬＯＴ（ものをインター

ネットでつなぐ）方法に切り替えていく」「積極的に参加しない住人の意識改革を行うべき」などの

記載がありました。 

 

【平成２９年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14

14

38

125

121

58

226

0 50 100 150 200 250 300

７．その他

６．男女共同参画に関する意識啓発

５．講演会やセミナーなどに参加し福祉の知識や…

４．自治会が中心となって住民同士の交流を積極…

３．町内会・自治会等の活動やボランティア活動…

２．支援を必要とする同じ立場にある人同士が力…

１．住民一人ひとりが近所付き合いや助け合いに…

Ｎ＝596

15

26

52

147

172

74

289

0 50 100 150 200 250 300

７．その他

６．男女共同参画に関する意識啓発

５．講演会やセミナーなどに参加し福祉の知識や…

４．自治会が中心となって住民同士の交流を積極…

３．町内会・自治会等の活動やボランティア活動…

２．支援を必要とする同じ立場にある人同士が力…

１．住民一人ひとりが近所付き合いや助け合いに…

Ｎ＝775
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【問２２】あなたは、「災害時に住民が支え合う地域づくり」には何が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．自主防災組織づくり（地域住民で結成する防災隊） 

２．地域の高齢者などがどこに住んでいるか一目でわかる「マップ（地図）」の作成 

３．地域での定期的な避難訓練 

４．地域やグループなどでの勉強会 

５．福祉サービスなどを提供する施設や事業者との連携 

６．その他（                           ） 

７．わからない 

前回調査と同じく「地域の高齢者などがどこに住んでいるか一目でわかる「マップ（地図）」の作

成」が２３２（１７１）件と最も多く、次いで「自主防災組織づくり」が２２８（１６６）件で、

「地域での定期的な避難訓練」が１６６（１２０）件でした。 

「その他」について、「普段から顔見知りにしておく」などの意見がありました。 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27

9

94

73

166

232

228

0 50 100 150 200 250

７．わからない

６．その他

５．福祉サービスなどを提供する施設や事業者と

の連携

４．地域やグループなどでの勉強会

３．地域での定期的な避難訓練

２．地域の高齢者などがどこに住んでいるか一目

でわかる「マップ（地図）」…

１．自主防災組織づくりＮ＝829

29

9

94

56

120

171

166

0 50 100 150 200 250

７．わからない

６．その他

５．福祉サービスなどを提供する施設や事業者との連携

４．地域やグループなどでの勉強会

３．地域での定期的な避難訓練

２．地域の高齢者などがどこに住んでいるか一目でわか

る「マップ（地図）」…

１．自主防災組織づくり
Ｎ＝645
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【問２３】「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、どのような仕組み

や制度が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

１．子どもの学習支援           ２．子ども食堂 

３．子どもの居場所づくり         ４．経済支援 

５．生活支援（交流事業や生活相談など）  ６．保育所、学校での福祉相談 

７．子どもや保護者への就労の支援     ８．保護者への学び直しの支援 

９．ボランティアなど、支援する人員の確保 

１０．その他（                            ） 

「子どもの居場所づくり」が２４０（２０２）件と最も多く、次いで、「子どもの学習支援」が 

２１４（１５２）件、「経済支援」が１６３（１３６）件でした。 

「その他」として、「保護者の考え方が大切」「給料等分配率の変更（貧富格差の解消、消費税よ

り物品税の復活）」「教育も受けられる養護施設」「親としての自覚が必要」などの記載がありまし

た。 

 

［平成２９年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［令和元年度調査］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9
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115

152
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10.その他

9.ボランティアなど、支援する人員の確保

8.保護者への学び直しの支援

7.子どもや保護者への就労の支援

6.保育所、学校での福祉相談

5.生活支援（交流事業や生活相談など）

4.経済支援

3.子どもの居場所づくり

2.子ども食堂

1.子どもの学習支援N=1,068

11

95
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111
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142

163

240

143

214
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10.その他

9.ボランティアなど、支援する人員の確保

8.保護者への学び直しの支援

7.子どもや保護者への就労の支援

6.保育所、学校での福祉相談

5.生活支援（交流事業や生活相談など）

4.経済支援

3.子どもの居場所づくり

2.子ども食堂

1.子どもの学習支援N=1,261
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【問２４】誰もが住み慣れた地域で安心して生活していくために行っている施策の

「満足度」と「重要度」についてお答えください。 

 

［令和元年度調査］ 

（３．００満点） 

 
（５．００満点） 

 

満足度と重要度が共に高い「保健・医療・福祉に関する情報提供の充実」「健康づくりや生きがい

づくりへの支援」は、維持していく必要があります。また、「防災に関する関心を高める啓発」「地

域における福祉活動の中心となる人材の育成」は、重要度が高いにも関わらず満足度は低く優先的

に取組んでいく必要があります。 

 

  

①住民が共に支え合う

仕組みづくりへの支援

②健康づくりや生きが

いづくりへの支援

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の育成･支援

④子どもの頃からの福

祉教育の充実

⑤保健･医療･福祉に関

する情報提供の充実

⑥地域における福祉活

動の中心となる人材の

育成

⑦支援を必要とする人

の様々なﾆｰｽﾞに対応す

る福祉ｻｰﾋﾞｽの充実

⑧低所得者の自立支援

⑨気軽に相談できる相

談窓口の充実

⑩公共施設･交通機関な

どのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化の推進

⑪防災に関する関心を

高める啓発

2.00

2.05
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2.35
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2.50

2.50 2.60 2.70 2.80 2.90 3.00 3.10 3.20 3.30

誰もが住み慣れた地域で安心して生活していくために

行っている施策の「満足度」と「重要度」

満足度→ 

←
重
要
度 
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◆ ◆ アンケート記載欄 ◆ ◆ 

※個人が特定されるような記載については、一部編集しています。 

 

◎自由意見欄 

【福祉一般】 

〇福祉とは、一概に大きすぎて言えない。私事で言えば高齢者に関してしか申せません。福祉活動

に参加出来る人は、体が元気で自分の先々を真剣に考えておられる人々でしょう。が、体力、気

力がなくなると出かけたがらなく閉じこもってしまうのではないか？他人が気付かなく、現在の

近所付き合いではとても計り知れない。公共が豊かな財力が必要ではないか？ 

〇福祉関係が今の時代は大きな問題項目でないでしょうか。この件に対しては関わる人間、環境等

が、絶対に不可欠ですので、私等、高齢者も自分の事にイコールに成るので意識を持って取り組

んでいくべきかと考えます。 

〇各施策が広範囲の為評価に苦労する、分からなくなる。高齢の為回答に困る。注意。 

〇福祉とは？と言われてすぐに答えられない私がいます。中々難しく奥が深いワードです。ただ自

分に出来ることは、積極的に参加して活動することが福祉につながれば、いいのかなと感じます。 

〇この様な事を聞かれても今迄何一つも行わられて来た事が無いので、これからも何も変わらない

と思いう。 

〇あまりにも項目が多く、煩わしさもあってチェックすることが大変。 

〇福祉、支援を自分自身が受けてないし、自分で何とかできるので福祉の事などよくわからない。 

〇岩美町は人数が少ないのに福祉はしっかりとしていると思います。私ももう少し若ければ、又車

の運転が出来れば、おおいに旅行や子供会等に参加したいと思っていました。以前は幼稚園に勤

めていましたので、幼い子供を見ると年齢的に涙の出る思いで愛しく手助けをしたいと思うばか

り。今日、岩美の老人会には必ず参加したいと思っています。福祉の方にいつもお世話になり感

謝しています。ありがとうございます。 

〇住民同士の助け合いが出来る環境作りが大切な事だと思います。その上で、近所付き合いは安心

して暮らしていくためには必要な事だと日々感じています。 

〇行政が福祉にどう関わればいいか正直わかりません。自分が子供の頃に比べたらずいぶん良い世

の中になっていると思います。福祉の弱者にも光を当てようと頑張っておられる方々には本当に

頭が下がります。しかし、それにはコストがかかり、子供の頃に比べお金の巡りが悪いようにも

思います。福祉にたずさわる方の生きがいがもっと向上するような世の中になればいいと思いま

す。 

〇取りあえず、普段から隣近所の付き合いを密にする事が一番だと思います。たまには役場の方も

区長などに会ってどのくらいコミュニケーションが取れているか確認するのも良いと思います。

普段から密にしておけば防災にも役に立つと思います。 

〇自分と関わりのある部分については知っている事もあるが、関わり無い分野については知識も少

ないと改めて振り返りました。 

 

【行政】 

〇地域で話し合いが十分できる関係を作る事。情報が秘密にされすぎ（個人情報など言われ）地域

内の生活環境が悪くて隣り何をする人？で良い関係が作れない。行政関係の人はしっかりリーダ

ーシップを取って下さい。 
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〇福祉に携わる方々の人選を今一度見直してほしい。 

〇地域で福祉に関する啓発がもっとあってもよい。 

 

【情報】 

〇住民への周知不足を考える。住民もその立場になって考える、相談するのが現状かも。普段から

いかに住民関心を持ってもらうかが、問題では。どのようにするのかは・・・ 

〇何をしているのか、されているのかさっぱり分からない。もっともっと情報をください。こうい

う制度があるとかもっとアピールして欲しい。今の時代必要な場所だと思う。 

〇一人暮らしの世帯に情報を提供して頂きたい。 

〇子育て世代の様々な医療・福祉サービス、助かっています。予防接種の助成についてですが、妊

娠を望む場合、風疹の予防接種が無料で受けれて助かりました。知らない人、うっかり忘れてい

る人もいると思うので、医療機関などで掲示するなど情報の『見える化』をお願いしたいです。

（その他のサービスしかり）今だと自分から役場へ行かないと該当するか分からないので、子育

てや仕事で忙しかったりすると見過ごしてしまいそう。 

〇情報取りが一方です。守秘義務のうち、縦だけの情報が横に横に広がる手段が必要です。共有す

る事柄があると思います。最終は近所の付き合いに寄る所が大ですが。 

〇自分の部落の民生委員が誰だかわからない。活動しているのも見たことも聞いたこともない。 

 

【ワーク・ライフ・バランス】 

〇仕事と福祉（介護や育児）の両立について相談や負担軽減となるよう支援があればうれしいです。 

 

【災害】 

〇介護が必要な家族の災害時の対処方法が不安です。 

 

【貧困】 

〇貧困というものがピンとこない。自分が孫の時は必死でした。今の親（我が子）も必死で働いて

います。手に職を付け好きな職に就けて頑張っています、孫もそれなりに頑張っています。でも

今の親も子も大変だと感じています。やはり近所づき合いが大事と感じています。（若い子は不用

と思ってますね。） 

〇岩美町は住みよい町だと思います。低所得という衣により、町等より恩恵を受け一生懸命働いて

いる人よりも裕福に暮らしていらっしゃる方ｅｔｃ少し不平等を感じることもあります。 

 

【岩美病院について】 

〇岩美病院の充実、継続、存続 

 

【障がい】 

〇障がいに対しての差別的な事が多い。また災害になった時、障がいの施設等どこに避難したら良

いのかそういう場所が知らされていない。自治会のみ訓練のみで地域の中の訓練が忘れられてい

る。包括支援センターの取組み行われている事はとても良いと思っています。福祉に偏った部分

がある。 

〇周りの人に自分の病気で集まり等出れない事を把握してもらえるか分からない。一般人（健康な

人）の精神障がいがどこまで理解されているのか。 
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【高齢者、介護】 

〇老老介護が多いと思います。いくら仲が良くても介護の深い所まで近所の方には話すことが出来

ません。専門的な知識の方へのかしこまった相談ではなく、体を動かす会のついでに相談コーナ

ーの時間を設けるといったように、気軽にたくさんの方と話が出来る場があれば良いと思う。そ

れには事前の周知、ＣＡＴＶでの案内が効果的ではないでしょうか。 

〇地域の中でサロンが不足している。家にも近所にも仕事などで不在が多く話し相手がない事があ

る。住民が気軽に集える場所が必要と感じます。 

〇近所のお年寄りの状況は全く分からない。 

〇親の介護のとき施設利用期間、支払い費用の心配が有りました。色々な活動・支援があろうと思

いますが最終的には身体が動かなくなった時の場合かな～と思い、介護施設の充実をお願いした

いと思いますが。 

〇高齢化でうちの部落も空き家が多いので何とかしたいですね。 

〇介護認定になっておれられない高齢者２人暮らしの家庭への気配りは、盲目になっているような

気がします。 

〇子どもへの支援も必要だが高齢者（認知症などに対する）支援ももっと充実させて欲しい。 

〇超高齢化社会で若年老人（前期高齢者）と高齢老人（後期高齢者）の支え合い等、６５～７５歳

迄の若年老人をもっと活用するような具体的対策を実施する。 

 

【子育て】 

〇自分の年齢では子育てに関することくらいしか良く分かりませんが、町内でも地区によって子育

て施設の充実度が大きく異なると感じる。子どもの人数にもよるかもしれないが、子供が外で遊

べる所（公園や広場）をもう少し充実してほしい。 

〇これからこの町を担う、子供たちへの支援に力を注いでいただきたい。 

〇町内に問２３のような子どもの問題があるとは思ってもいませんでした。でも、もしあるとすれ

ば地域の力で支える方法として「食」については、余った農産物や食材の活用、「衣」については

使える衣類をゴミとして廃棄せず有効活用する。差別感が生じないように地域ぐるみで取り組む。

利用し易く管理しやすい場所の確保と品物を管理するボランティアの確保が必要ですが、岩美町

を愛する元気な老人パワーに担っていただけるのではないでしょうか。 

〇少子化が全て問題の元。町は少子化対策に強力に対処すべき。 

 

【町政】 

〇鳥取市と合併をしなかったことで町内のすみずみまで行政による支援が行き届いているのを感

じます。が、その分行政に頼り、自分達地域での助け合いが少ないのではと感じます。行政の支

援を受けながら、地域の力を高めていけれたらいいのかなと思っています。実際自分に何が出来

るのか分かりませんが。 

〇必要な経費と税金の使い方をしっかり考えてもらいたい。高い税金の馬鹿らしい使い方はやめて

ほしい。 

〇特になしです。良い環境にできるといいですね 

〇初歩的な私見です。先進国になると若者（子供を含む）が少なくなり、高齢者が多くなる世界的

な例でもある。つまり支える人数がすくなくなる。予算でも実際の面でも無視を出来ない時にな

っている。重点的には、出産幼児教育育成に重点を置く。成人、高齢者は気持ちをつなぐ事で連
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携を強める方向に進むべきと考えます。 

〇高齢化と少子化。岩美町にとっての課題は、人口が少ないことと大きなこの２つがテーマだと思

います。人口が少ない＝人づきあいがし易いと考えて１人１役、２役３役と色々なことに関わり

を持つことが大事だと考えます。ボランティアもＮＰＯ活動ももっと積極的に町が公的なサポー

トをして欲しいです。新しくなった中央公民館を活用して、講演会や養成講座を積極的に行って

ほしい。 

 

【ボランティア】 

〇困っている人がいたら、助けたいという気持ちはあるんですが、どのように協力できるか分から

ない自分がいます。 

〇問２４の回答は、現状が分からないが重要と思い記入しました。将来は、どうなるかわかりませ

んが、動けなくなった時にどう生活していくのか不安があります。相談窓口、福祉のサービス等

充実することで不安も解消出来るかと思います。 

〇現在福祉、ボランティアに対する住民の意識は低いと思います。なぜならほんの小さなボランテ

ィアにでさえ参加する人は少なく、ただその仕事に携わる方、役員になっている方が頑張ってい

るように思います。身近な地域の中でも、もう少し見守り等に目を向けて行きたいし、もらいた

いと思います。いずれは自分たちもその側になるのですから。 

 

【相談窓口】 

〇色々な相談事、悩みごとがあっても、どこにいったらいいか分からない事があるので総合的な受

付があったら良いのではないか。 

〇分からない事が多すぎて「ボーと生きていました。」何かしなければと思いますが、現実は頭が回

りません。どんなことでも話を聞いてもらえる場所であればうれしいです。 

〇福祉に関する相談方法の仕方がわからない。 

 

【生活費】 

〇岩美町で暮らしていくためにはどれ位の貯金があれば良いという試算額を町民に周知してほし

い。 

〇「認知症になったら施設に入る」と気軽に言っているが、実際に月々いくらかかるのか、手続き

はどこに行くのかなど、知られていない事が多い。誰もが幸せに暮らせる岩美町になるといいで

すね。 

 

【交通】 

〇交通手段が確保されている事で高齢者の活動幅が広がると思うので、安価で利用できるシステム

を考えてほしい。 

 

【外国人】 

〇外国人の優遇はやめてほしい 

 

【生活支援】 

〇生活保護や母子家庭が多すぎる。本当に困っている人のみに当てる位で良い。税金が高い。 


